











Creating a Basis for a Dynamic Grasp of Annual Events:
For Organizing Multiple Resources by Hierarchy and Concurrency














































































家屋は 1810（文化 7）年に普請され，築 200 年近い歴史を有していた。2011 年の大津波で被災した




















































も時期的に無理がある。おそらく，これは 3 月中の誤りだろう。もう 1点，事例として疑問視され
るのは，5 月 16 日の「おしら様拝み」の記載である。この日にオシラ遊ばせ，あるいはおしら様拝
みがあったという記述は，日記にも登場しない。気仙沼市史によれば，気仙沼全体でもおしら様オ






























 1  1 年始。午前中は尾形同族全戸の男（主人）が参集し，午後は主婦の会合である。
 1 11 ノウハダテ（農始め）。特定分家（六戸）が未明に参集し，初仕事をし，朝食を済して帰る。
 1 16 仏おがみ。午前中は男。午後は女の集りで，本家の「オシラサマ」をおがむ。
  2 彼岸中日。先祖おがみに男が参集。
 3  3 節供礼。男のみ。
  3 16 オシラサマおがみ。女のみ。
 5  5 御節供。男。
 5 16 オシラサマおがみ。女。
 7 13 盆。おみやげの贈答あり。女達。 
夜，男連中が仏おがみに参集。
 7 14 男の盆礼。
 7 16 男，仏おがみに参集。
 9 16 オシラサマおがみ。女。
12 20 煤払。特定の分家（6戸）から男女各一名が手伝に参集。男は煤払。女は台所道具の清掃に当る。
終了して「一別家」のものが豆まきをする。
















また，10 月の 10 日前後には，「ニワバライ」があった。これは，オオイの稲刈りの後に，手伝い






























オオエのスス払いが 12 月 20 日なので，他の家ではその前後の日にする。 
スス払いのほうきに使うカススボリノキ（萩）を用いる。この夜には田作りの魔除けを作り、 
豆まきをし，オハギなどを作って食べる。
オオエのスス払いは，分家の 7 軒から 2 名ずつ手伝いに出る。
オセツヅキ 12 月 13 日から 23 日までの間に正月の用意。13 日をオセツヅキといって，正月用の米や餅米をこの日に少々でも必ず用意する。
お門松迎え 12 月 25 日か 26 日に，山へ行って門松を迎えて来る。
餅つき
12 月 28 日。「一夜餅はつくな」といって，この日ひと臼でも餅をつき，他日もう1 度餅つき
をする。餅は白餅・アズキ餅・ヨモギ餅・豆餅などをつく。お供えの餅は丸い白餅を 2 個重
ね 15 組作る。

































年男が 3 ヶ日，5，7，11，15，20　晦日，2 月の 3 ガ日に，「アキの方からお年男が若水を
汲みにきました。何をつるつる福の水をつりあげる」と唱えて汲み，伏せた臼の上に若水桶
を置き，その水で朝晩のご飯を炊く。










三ヶ日の食べ物 3 ヶ日は神に雑煮を供える。また 3 カ日の内にトロロを食べると悪病にかからないという。
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⑷小正月
小正月の餅つき 13 日と 14 日に餅つきをする。白餅・ズキ餅・豆餅をつき，お供え餅を新しく作って取り替える。











アワヘボ カツノキを 7 寸ぐらいに切って，皮を削ったもの 30 本を栗の木に下げ，15 日の朝庭先に立て，2 月朔日までそのまま立てておき，その後に倒す。
カセドリ 15 日夜。厄年の者（別項参照）は，カセドリといって頭巾をかぶって顔を隠し鴫り物を鳴らし，家々を回ってご祝儀の金や餅をもらい，厄払いをして歩く。
大漁物真似













ルシに替える。この杉の葉とツタウルシは「正月過ぎて 2 月に伝わる」といい，2 月 9 日まで
飾る。
⑸ 2 月 ツタコの正月 朔日を“ツタコの正月”といい，男子の 42 歳，女子の 33 歳，88 歳の者は，テマケの人々を招いて年祝いの振舞いをする。このとき厄年の者は，赤いものを着たり首に巻いたりする。
⑹ 3 月
ノウズラダンゴ 16 日。1 升マスにノウズラダンゴと呼ばれるダンゴを16 個入れ，神棚に供える。













天王さまの祭り 14 日の晩。キュウリを天王さまに供えて夜籠りをする。15 日は“河童”さまといって，海にキュウリを流す。この日の前にはキュウリを食べないものとされている。
⑽ 7 月
タナバタ




























⑾ 8 月 十五夜 栗・ヤゴメ・ナス・果物などを供える。








須さま 20 日。漁の道具を集めて神棚の前に並べ，フナダマナマ・神棚・道具の分にと 3 膳の供物を整え，生きたままのドンコを供える。
⒁ 11 月
油締め 15 日を“油締め”といい，気仙沼古町の油屋にツバキの実を締めに行く。またこの日をオセヂといって，ダンゴを作って神棚に供える。








































毎年 2 本ずつ補給される仕組みになっている。 
正月の飾りは，このオシノグイから始まるが，「祝い込む」といい，外から家の中へ向かっ
て飾り付けをしていき，はずすときは，逆に中から外へと作業をしていく。 
オシノグイは 2 月 9 日の，「ダンナのダラ引き」（製作業の始まり）まで立っているが，
正月の松飾りは 15 日には笹とコブの木（「さーさ，喜ぶ」の意味）に代え，2 月 1 日の「蔦
（ツタ）コの正月」には，杉の葉と蔦の葉（「過ぎて伝わる」の意味）に代える。
お年神様 オガミに飾る松の木。箒のような形をして，先端にお幣束を 5 本，挿している。本家のオオイも同様のお年神さまを飾る。
カケノヨ
玄関の戸を開けて，すぐ右のところに横木をかけ，カギ型の小枝をひもで吊して，魚




























































餅は，元日か 2 日に，包丁を立てないで，餅箱の縁などで欠いて四角にして，11 日の


























5 五かん日 ウルシとマンサクと栗の木は，2 把を用意しておき，1 把は七草粥を炊くときに用い，もう1 把は 15 日の松納め粥を炊くときに用いる。













































































3 ご節句 染餅 3 月 3 日の節句に，ヨモギを入れた菱餅に梅の花を添えて，神様へ上げる。
16 農ヅラ様 農ヅラサマ
3 月 16 日は「農ヅラサマ」という田畑の神様へ，マンジュウを16 個作って祀った。こ





小々汐の集落の神様である金比羅様は旧暦 10 月 10 日がご縁日であるが，そのほかに
「金比羅講」として，小々汐のオオイを含んだ 7 軒が順番にヤドを提供して，旧暦 3 月
と 10月の 10 日に集まって，飲食を共にしている。
4 8 お薬師様 田打ち
171
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イノヒ（戌亥の方角）の門口などに挿す。この 3 カ所に 3 つずつ，あるいはこの 3 カ





























身内が亡くなってから始めて盆を迎える「初盆」の家では，8 月 7 日から 31 日まで高
灯籠を立てた。高灯籠は先端に杉の葉を用い，柱を支える 3 本の綱には葛藤の葉を
























盆火は 8 月 13 ～ 16 日まで毎晩燃やした。オガミの盆棚の前では，下に灰皿を置い
て線香花火をした。 
ラッツォクは，8 月 15 日，20 日の廿日盆，30 日の晦日盆に燃やす。ラッツォクを燃や
したら，家の周りを祓い，その後，戸の口（玄関）に持ってきて，足を火に近づけな
がら「ヘービ，ムカデに喰われぬように」と唱える。





それ以来，毎年 8 月 16 日の送り盆のときに「放生会」を行なってきたが，中途から 8





























1 八朔の一日 八月の朔日 旧暦 8 月 1 日にカヤの箸を1 膳添えて上げ，家族もそれぞれカヤの箸で食べてから納めた。
15 お名月様 お名月さま













10 20 エビス講 えびす講










新暦の 11 月 24 日にハギの箸を 2 本と，ほかに 1 本の長いハギの箸をお膳に付けて，
神様に上げる。長い箸はオダイシさま（弘法大師）の杖ともいわれ，これを用いて字
をなぞると，縁起が良いとされた。この日はアズキ粥を食べる。 














































それ以来，毎年 8 月 16 日の送り盆のときに「放生会」を行なってきたが，中途から 8 月 17 日に行
表4　モチの構造論
他の収穫物 食の可否 餅の加工 効　用
ヤマのモチ ＋ − ＋ 海での異変に効く







































































200 円），ラッツオク（13，16，30 日の晩に燃やす。麻殻の端に硫黄を塗ったもの。3 把で 200
円），竹筒（墓での花立て。500 円），花（300 円）などである。全て，山間の農家が畠や家の周
りで調達して作ったものである。
 盆マチに店を出す人は年々少なくなってきており，今年は 3 人だけであった。12 日は 9 時か













盆の買い物は 8 月 12，13 日に行う。この両日，港近くの交差点に盆マチが出る。近隣の農家の主婦が，
盆に用いるさまざまな道具や供物を売る。
売られる内容について盆舟お棚もの＝「山のもの」，お棚饅頭，カキダレ，ラッツオクなど。


































ツメマチ：28 日から 30 日までの間，盆マチと同じ場所に気仙沼の新城，所沢といった山間部の主婦
が注連縄，松，南天などを売る店を出す。








屋内にも，囲炉裏の上の屋根裏に 12 本（閏月は 13 本），座敷の屋根裏に 7 本の幣束をさす。また水
神様と称して裏山から引いているの脇にも幣束を立てる。
臼ふせ：31 日に皿に生米を敷き，その上に白餅と煮たをき込んだ小豆餅を置く。さらにその上に臼をか




























1880 ミリ，幅 1500 ミリ，奥行き 910 ミリ程度。上段に位牌，団子，落雁，お膳などを置き，二
段目には盆舟，茶碗に水を汲み，ミソハギの花の枝を添えて置く。
盆棚の奥の壁に十三仏の掛軸を下げ，前面に茣蓙を垂らして，掛軸や観音や祖師などを描い










































地域における行事や道具，地名，屋号などの表記にズレが生じている。例えば 1 月 11 日に行われる
ノウハタデは表記として「ノウハダテ」（①）「農ハタテ」（③）といった複数の表記があった。同じ
















































11 月から 2 月までの行事の多くが，新暦に沿って行事が行われていた。また，盆，お名月といった
夏の行事については，ちょうど一月遅れで行事が行われていたことも記されている。ほぼ同じよう
な暦の読み替えは，オオイでも行われていたことが聞き取りから確認することができる。
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かの関連性をもっているものかもしれない。オシラあそばせやお寺参りは，民俗信仰と重複してい
るし，3，9 月の 16 日の「ノウヅラダンゴ」は，田の神の行事ととらえるなら民俗信仰に，団子作
りに重点を置くなら衣食住に関連するだろう。
逆に既存の報告の年中行事の項目には，祭りが含まれることが少なかった。しかし，例えば報告
②では，別の節で祭りについての記述が見られるのである。すなわち，旧暦 8 月 15 日に行われる鹿
折八幡神社の祭礼や，旧暦 9 月 29 日に行われる羽田神社の祭礼は，「魚浦の共同慣行」の「祭祀」









資料を参照しつつ，日記から抽出した年中行事が表 6 になる。表では 1932（昭和 7）年と 1933（昭



























12,15 1,22 １５日参り 
ススハキの準備
12,16 1,23 ススハキ
12,28 2,4 ２８日　町の日 
＝市場が立つ
12,29 2,5 年越し
 1,1 2,6 元旦 1,1 1,26 元旦 






1,5 1,30 正月　年始（まわる） 
踊り・芝居（坂口家）
1,7 2,12 七草粥 1,7 2,1 お参り（タクバの天王様）
1,10 2,4 ノウハタデ（準備）
1,11 2,16 ノウハダテ 1,11 2,5 ノウハタデ
1,14 2,8 アワボヘイボ






1,15 2,9 学芸会（小正月） 
ナマコ引っ張り 
歌い込み
1,16 2,21 おしら様参り 1,16 2,10 お寺参り
1,17 2,22 学芸会 1,17 2,11 紀元節
1,18 2,12 松木つみ
1,20 2,25 エビス講 1,20 2,14 エビス講
2,1 3,7 演芸会 2,1 2,24 年始
2,4 3,10 陸軍記念日




3,16 4,21 旧の 16 日 3,16 4,10 16 日まんじゅう
3,24 4,29 天長節
4,5 4,29 天長節
4,28 6,2 田の 28 日
5,1 5,24 鯉のぼりをたてる
5,3 6,6 おたのかみ（食）
5,4 6,7 端午の節句の準備 5,4 5,27 端午の節句
5,5 6,8 端午の節句 5,5 5,28 端午の節句
5,11 6,14 神様あそばせ




































7,7 8,8 七夕の翌日　流し 
盆の準備　墓，家の周りの清掃
7,7 8,27 お墓はらい 
お茶たて 
灯篭たて






8,15 9,15 八幡様の祭礼 
月見（１５夜）










9,16 10,15 16 日（旧）のまんじゅう  9,16 11,3 明治節













































次に正月 2 日になるとに 2 ケ年とも餅を食べたとある。その後，1932 年の記事には「おひき」を
もらったと記されている。おひきは駄賃に当たる意味だが，ここでは「年玉」にあたるものだろう。
3 日になると特に注目すべき事柄は，両年ともに記されていない。ただ 1932 年には，「夕はんす
185
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3 月 3 日は桃の節句の行事が記されている。桃の節句は，32 年度の日記にしか記されていない。
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記述と符合する。
32 年，33 年ともに 3 月 16 日には「十六日まんじゅう」についての記述がある。これは資料②の
「ノウヅラダンゴ」，③の「農ヅラ様」に対応するもので，対になる行事が 9 月 16 日に行われてい
る。この「まんじゅう」を栄一氏は気に入っていたようで，「大変にうまい」と何度も記している。








































6 月 14 日は，タクバのお天王様へのお参りがある。この日にはコウセンが食べられた。33 年の
188
［年中行事の動態的把握のための基盤作成］……川村清志・葉山 茂
日記によれば，6 月 14 日から天王様の掃除が行われている。家族のなかには，この日にお参りに行












7 月 13 日からは盆の行事が始まる。残念ながら盆についての記述は，32 年の日記にしか記されて











































なお，8 月で興味深いのは，彼岸の中日である。彼岸の中日は新暦の 9 月 23 日に固定されており，
同時に地区青年団の運動会の日に定められていたようである。












がそれぞれ 2 ～ 3 人ずつの仲間組で」［東北歴史資料館編 1984 : 113］活動していた。日記でも七夕の






































（ 1 ）―― 2011 年 11 月までに，小々汐の尾形家住宅で
およそ二万点の生活用具・文書を回収し，保存処理を行っ
たうえで市内において管理している。


























































Creating a Basis for a Dynamic Grasp of Annual Events:
For Organizing Multiple Resources by Hierarchy and Concurrency
KAWAMURA Kiyoshi and HAYAMA Shigeru
This report uses a diary resource found in cultural asset rescue as a starting point to present the 
procedures necessary for reconstituting chronological descriptions of folk culture using multiple re-
sources. Below, the intent is to compare multiple documented resources of a specific area to facilitate 
the organization of data by hierarchy and concurrency while understanding the attributes of each re-
source.
Annual events on a large scale such as municipalities and prefectures have been recognized, with 
data on annual events having been accumulated in reports of local museums and resource centers or 
in records at the local government level. This kind of resource, collected in a certain region over a cer-
tain time, gains significance only when compared to or related to other resources. There should be a 
discussion for the comprehensive use of the great amount of data accumulated in each area. However, 
simply laying out those resources next to each other will not necessarily lead to an overall grasp of an-
nual events.
This is because various biases or variation in the degree of detail can be seen among these re-
sources, depending on the compiler’s objective or interest or the scope of investigation. For this 
reason, this report examines the case of the survey report of annual events in the Kogoshio region 
of Kesennuma City, Miyagi Prefecture, presents the issues encountered in arranging data by concur-
rency and hierarchy to account for the biases among reports, and provides a concrete example of the 
work process. The data obtained from this work will become a basic resource of the sequential change 
process of the folk culture of the area. It is also vital as a resource to inspect the degree of changes in 
folk culture, the facts of specific changes, and the various factors which induce change.
Key words:　annual events, diary resources, folklore documentation, cultural asset rescue, concur-
rency, hierarchy
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